（所定様式１）
                                                         　 年  　月  　日
京 都 大 学 総 長    殿
現　住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏      名   　　　　　　　　　 　　㊞（サインも可）
学　位　申　請　書
  このたび博士（地域研究）の学位をうけたく、学位論文（主論文１編、参考論文  編）、論文目録、履歴書各３通及び学位論文審査料金57,000円を添えて申請いたします。
注）申請者の押印は、自筆署名をもってかえることができる。
本紙において「各3通を提出」と書かれていることは、実際の提出部数に関わりなく、書き換えないこと。なお実際の提出部数とは、「論文博士学位授与に関する申し合わせ」に記載された通りである。

[image: image1.emf] 

Title of thesis         Name 

　　水色の文字は作成上の注意です。作成時は削除してください。
（所定様式２）
論   文   目   録
主論文
１．題目    〇 〇 〇 〇 〇 〇
          （外国語の場合は、和訳を付記）
          （日本語の場合は、英訳を付記）
２．公表の方法・時期
  第○編第○ 章 　　〇 〇 〇 〇 〇 〇　※外国語の場合は日本語訳を付記する
○○年○月発行　著者名、論文名、学術雑誌名　第○巻第○号○○～○○頁に掲載
※（○○○○における○○○の研究）
※上記例の順番になるよう記載すること。なお、論文目次の題目と公表題目とが異なる場合は、その題目（公表題目）に※印をつけ、（　）を付して記載する。）
他の部分の公表の方法・時期は未定
※一部未発表の部分がある場合は必ず記入すること。
３．冊数    ○冊
参考論文　　○　※参考論文がない場合はなしと記載すること
１．
２．
         　　  年  月  日※審査願・履歴書と同一日とすること
                       学位授与申請者
                                   氏    名　※履歴書記載の氏名表記と統一すること）
水色の文字は作成上の注意です。作成時は削除してください。
（所定様式３）
○○年○○月○○日
※審査願・論文目録と同一日とすること
履　　　歴　　　書
　本　籍　地　　　　　　　　　　　　　※都道府県名のみ記載、外国人は国籍を記載。
　現　住　所　（〒　　　－　　　　　）※提出後変更があった場合は速やかに届け出ること
　　　　　　　　
                                     ふりがな　　　　※日本人はひらがな、外国人留学生はカタカナで記載
　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名　　※この氏名が学位記の筆耕原稿になる。
特に外国人は順序・大文字小文字の区別等も含めて全ての提出書類で一致していること。
※漢字圏内外国人は英文表記も記入
　　　　　　　　　　　　　　　 生年月日　　　　○○年○○月○○日・性別
※外国人留学生は西暦表記
学　　　　　歴
○年○月○日　　○○高等学校入学
○年○月○日　　同上卒業
○年○月○日　　○○大学○○学部入学
○年○月○日　　同上卒業　※京都大学は通常3月24日
○年○月○日　　○○大学大学院○○研究科○○専攻修士課程入学　※入学日は通常１日
○年○月○日　　同上修了　※京都大学は通常3月23日
　　※修士課程の学歴については、該当がある場合のみ記載すること。
○年○月○日　　京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科
博士課程（5年一貫制）○○地域研究専攻入学（又は編入学）
※学生証の記載どおり
○年○月○日　　同課程所定の研究指導認定退学　※ASAFASでは通常末日付け
職　　　　　歴
○年○月○日　 ※採用、職名、配置換、退職等月日順に記載すること。
○年○月○日　　○○○○現在に至る
研　　究　　歴
○年○月○日　　○○○において○○○研究に従事。（○年○月○日まで）
○年○月○日　　○○○研究員として○○○に従事。（○年○月○日まで）
○年○月○日　　○○○現在に至る。
　※学歴又は職歴として記載することが適当なものについては、研究歴の項に重複して記載しないこと。
　※学振、研究生及びTA・RAは研究歴欄に記入すること。
賞　　　　　罰
な　　　し
上記のとおり相違ありません。
　　　　　                            氏名　　　　　　　　　　　　　　　㊞（サインも可）
【注】学歴・職歴・研究歴・賞罰の年月日は順を追って正確に記入すること。
　　　また、該当事項のない場合は「なし」と記入すること。
　　　年号については、西暦で記載すること。
　　　この履歴書・論文目録・学位論文審査願（学位申請書）の日付はすべて一致させること。
	論文目録に関する説明　（アジア・アフリカ地域研究研究科）
（１）「公表の方法・時期」の欄には、すでに公表されている論文・著作のうち、学位論文の内容に関係した者を記述してください。また、公表されていなくても、投稿中や印刷中のものがあれば、それらも書いてください。
（２）学位論文は、学位授与を受けた日から1年以内に印刷公表しなければならないという規定があります。「公表の方法・時期」が確定していない部分に関しては、［残りの部分は1年以内に公表予定である］［全体を単行本として公表予定である。］などと記入し、［未公表］もしくは［未定］とは書かないでください。
（３）上記の論文・著作を記述するときには、始めの部分に単著・共著の別を明記してください。
（４）「参考論文」の欄には、「公表の方法・時期」の欄に記述した論文・著作のすべてを書いてください（投稿中・印刷中のものを含む）。さらに、学位論文の内容に直接には関係のない論文・著作でも、公表されているものや投稿中・印刷中のものがあれば、それらも書いてください。


論文目録・履歴書作成上の注意　（教育推進部）
Ⅰ．共 通 事 項
１．様式及び用紙について
　　様式は、京都大学学位規程に定めるところによる。
　　用紙は、中質又は上質の白紙で、日本工業規格Ａ４判とする。
２．記載方法等について
　①　黒又は青色のペン，ボ－ルペン，ワ－プロ又はタイプ印刷等の、永久保存に耐え得るものとする。
　②　楷書で正確・明瞭に記載し、あて字・略字は使用しないこと。
　③　誤記・脱字等のある場合は補正のうえ当該個所に捺印すること。なお、補正の著しい場合には改めて作成すること。
　④　所定の様式により左とじとし、とじ込み幅を約2ｃｍとすること。
Ⅱ．論 文 目 録
Ａ．主論文
１．題目について
　①　題目（副題を含む）は、提出論文のとおり記載すること。
　②　題目が外国語の場合は、題目の次にその和訳を（　）を付して併記すること。
　③　題目を異にする数個の論文を、まとめて１編の学位論文としたものについてはその総合題目を記載し、個々の題目は記載しないこと。
　④　ある主題のものに発表した数個の論文で、それぞれ当該論文に一連番号（例えば「第○報」あるいは「第○部」等）が付されているものを学位論文としたものにあっては、その一連番号は記載しないこと。
２．公表の方法・時期について
　①　公表は、単行の書籍又は学術雑誌等の公刊物（以下「公表誌」という。）に登載して行うものであること。
　②　公表誌は、学術資料として大学その他の学術機関において保存され、随時閲覧し得るものであること。
　③　公表は、原則として学位論文そのものを全文公表するものであること。
　　　ただし、若干の修正を加え、あるいは研究内容に直接影響しない部分を除外して発表することは差し支えないこと。
　　　また、学位論文の内容に相当する他の論文の公表をもつて、公表したものとすることができる。
　④　学位論文を編・章等その構成上の区分により、あるいは内容上研究事項別に分割公表することができること。
　⑤　自費出版等によるもので、購読できる者が限定されている出版物であっても、最低100部以上を大学その他の学術機関に配付されたものについては公刊物として扱うことができること。ただし、その場合は配付先の一覧を添付すること。
　⑥　論文全編をまとめて公表したものについては、その公表年月日、公表誌名（雑誌の場合は巻・号）又は発行所名等を記載すること。また、編・章等の区分により公表したものについては、それぞれの区分ごとに公表の方法・時期を記載すること。
　⑦　学位論文（編・章等）とは別の題目で公表した論文をもって公表したものとする場合については、その題目を（　）を付して併記すること。
　⑧　未公表のものについては、その公表の方法、時期の予定を記載すること。
　　　申請時において予定が定まっていない場合は「未定」とし、公表後に学位論文公表報告をすること。
３．冊数について
　①　学位論文１通についての冊数を記載すること。
　②　附図等を別冊として添付している場合は、その別冊を加えた冊数とすること。ただし、冊子としていない附図等を添付した場合は「○冊（附図添付）」のように記載すること。
Ｂ．参考論文
　①　主論文に準じ、その題目、公表の方法及び時期（予定を含む）並びに冊数を記載すること。
　②　共著のものについては共著者名を付記すること。共著者多数の場合は「○○○○ほか○名共著」のように記載すること。
　③　参考論文が２種以上ある場合は列記すること。その記載順序は任意とする。
④　前記Ａの１の(４)に記載した論文を参考論文とした場合は、当該論文の題目に付された一連番号は省略しないこと。
Ⅲ．履 歴 書
１．本籍地について
　　都道府県名のみ記載すること。
２．現住所について
　①　住民票に記載されている住所（公称地名・地番）を記載すること。
　②　学位授与式の通知その他、通信上支障のないように団地名、宿舎名、番号等を正確に記載すること。また、郵便番号も記載すること。
　③　外国出張等で長期にわたり海外に在住する予定である場合は、その居住地を記載すること。また、国内連絡先がある場合はその旨を申請時に申し出ておくこと。
３．氏名について
　①　戸籍のとおり記載し、通称等は一切用いないこと。
ただし、旧姓で学位記の発行を希望する者には、別途の手続きを行うこと。＜様式７＞
　②　氏名には、必ずふりがなを付すこと。
４．学歴について
　①　高等学校卒業後の学歴について、年次を追って記載すること。
　②　入学、進学、休学、復学、退学、編入学、卒業及び修了その他、在学中における身分上の異動についても漏れなく記載すること。
　③　本学大学院博士課程を経た者にあっては、研究指導認定等についても記載すること。
　④　在学中における学校の名称等の変更についても記載すること。
５．職歴について
　①　常勤の職については、その勤務先、職名等を年次を追って記載すること。
　　　ただし、非常勤の職であっても特に教育・研究に関するものについては記載することが望ましい。
　②　現職については、当該職について記載した箇所に「現在に至る」と明示すること。
６．研究歴について
　①　学位申請上、特記すべきものと思われる研究歴について、年次を追って、事項別に記載すること。
②　学術に関する研究歴として記載する事項は、およそ次のようなものであること。
　　ａ．研究課題（共同研究を含む）に関するもの
　　ｂ．研修に関するもの
　　ｃ．学術調査に関するもの
　　ｄ．研究発表（著書・論文等）に関するもの
　　ｅ．学術奨励金に関するもの
　　ｆ．学会に関するもの
　　ｇ．その他学位審査の参考となるもの
　③　学歴又は職歴として記載することが適当なものについては、研究歴の項に重複して記載しないこと。
７．賞罰について
　　学位授与申請上、特記すべきと思われるものを記載すること。
＜様式11＞
　　　年　　月　　日
      京都大学総長　殿
 　　　　　　　          氏　名      　　　                       印（サインも可）
学位記に記載する氏名について
学位記に記載する氏名は、下記の「前戸籍氏名・現戸籍氏名・通称氏名・前戸籍氏名　　　併記・通称氏名併記」（該当するものに○）を使用することを申請いたします。
記
  ・ 前戸籍氏名、現戸籍氏名または通称氏名　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  ・前戸籍氏名または通称氏名と、現戸籍氏名（外国籍の者は住民票に記載された本名）
の併記
      現戸籍氏名  　　　　　　　　　　　（前戸籍氏名　　　　　　　　　　　　）
　　　現戸籍氏名　　　　　　　　　　　　（通称氏名　　　　　　　　　　　　　）
　　　（本名）
注）本様式は、学籍氏名とは異なる氏名を使用したい場合のみ提出してください。
現戸籍氏名をそのまま学籍氏名に使用している方は、提出の必要はありません。
（所定様式４）
○　○　○　論文題目　○　○　○
（日本語の場合は、英訳を付記／外国語の場合は、和訳を付記）
　　　　氏　　名
学位論文内容要旨
	


（注）字数は2000字程度（英語の場合は800語程度）とし、明朝体（英語の場合はTimes New Roman）、11ポイントで作成すること。続紙可。
　　　外国語の場合は、日本語訳を添付のこと。
（学位論文内容要旨の続紙）（氏名　　　　　　　　）
	


（所定様式５）
 　 年 　 月 　 日
京都大学大学院
  　アジア・アフリカ地域研究研究科長  殿
                                      　　学位授与申請者    氏        名
承    諾    書
  下記の論文の内容を、（学位申請者氏名）が博士学位申請のための主論文としてまとめ、
京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科に提出することを、共著者として承諾いたします。
共著論文：
１）  著者、発行年、論文名、雑誌名、巻  号、頁
      （学位申請者の当該論文に関する学問的貢献の内容：）
２）  著者、発行年、論文名、雑誌名、巻  号、頁
      （学位申請者の当該論文に関する学問的貢献の内容：）
                ・
                ・
                ・
                                     共著者氏名         　　         ㊞（サインも可）
（所定様式５）
Date:

To：
Dean, Graduate School of Asian and African Area Studies (ASAFAS), Kyoto University

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Name of Applicant for the Doctoral Degree         　　　　　           
AGREEMENT

I am pleased to grant my permission to                    (the applicant’s name) to include the following coauthored article(s) as a part of his/her doctoral dissertation to be submitted to ASAFAS, Kyoto University.

Coauthored Article(s):

1)　Names of Authors; Year of Publication; Title of Article; Name of Journal/Book ; Vol. No. ; Issue No.; Page.

（Identify the scientific contribution made by the applicant to this article）
Name of Coauthor ________________________   Signature                            
（所定様式６）
推    薦    書
１．学位申請者：  
２．学位申請論文：
３．推薦理由：    
（推薦理由は、①研究歴および背景、②論文の内容および評価すべき点、③本研究科で学位審査するに足る理由について記述すること。また、②、③については、推薦者３名の観点が明確になるような書式をとること。）
４．「京都大学研究公正推進アクションプラン」に基づく本研究科における「対面型チュートリアル」の実施について：
（実施した場合：学位論文の審査に先立って●年●月●日に、申請者に対して「対面型チュートリアル」を実施し、修了証を授与した。
実施しないと判断した場合：推薦者は、●●氏が「京都大学研究公正推進アクションプラン」が示す研究公正に対する十分な自覚と見識を有していることを学位論文の審査に先立って確認し、これをもって「対面型チュートリアル」の実施に代えることにする。）
  　　  　年  　月  　日
京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科
主推薦教員     職名    氏        名                 ㊞
職名    氏        名                 ㊞
職名    氏        名                 ㊞
※押印はサインで代替可。
学位論文表紙見本（所定様式７）
【背表紙】　　　　　　　　　【 表紙 】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　【 内表紙 】
	
	論　文　題　目

Title of thesis

（外国語の場合は和訳を付記）
（日本語の場合は英訳を付記）
氏　　　名


	
	博士（地域研究）

学位申請論文

論　文　題　目

Title of thesis

（外国語の場合は和訳を付記）
（日本語の場合は英訳を付記）
氏　　　名

京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科

 20XX年


※　論文題目（和文・英文とも）は、すべての提出書類で完全に一致していること。
　　背表紙・表紙の下部に年月は記載しない。内表紙にのみ学位授与年を記載しても良い（令和2年4月1日以降）。
審査用に提出する主論文については、しっかり綴じられていれば、簡易製本でよい。
　英語で論文を作成した場合の表紙見本　
　　　　　　　　　　　　　　【 Cover 】　　　　　　　　　　　　　　　　【 Inner Cover （The first page） 】
	

	Title of thesis in English

Title of thesis in Japanese

Name 


	
	Doctor of Area Studies

A Thesis Submitted for the Degree of Doctor

of Area Studies
Title of thesis in English

Title of thesis in Japanese

Name

Name in the mother tongue of applicant

Graduate School of Asian and African Area Studies

Kyoto University

20XX


※　Both titles must be transcribed without any changes in all documents. Please do not use abbreviations or replace the words.
（所定様式7）　　　　　　　　　　　　　　　
【表紙】
論　文　題　目
　　　Title of the thesis（英文は正確に記入すること。）
（外国語の場合は、和訳を付記）
（日本語の場合は、英訳を付記）

氏　　　名

※　論文題目（和文・英文とも）は、すべての提出書類で完全に一致していること。
表紙・背表紙の下部に年月は記載しない。内表紙の下部には学位授与年を記載しても良い（令和2年4月1日以降）
【内表紙】


博士（地域研究）
学位申請論文


論　文　題　目
　　　　Title of the thesis（英文は正確に記入すること。）
（外国語の場合は、和訳を付記）
（日本語の場合は、英訳を付記）


氏　　　名
京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科
 20XX年


論文の様式について　
①「課程博士学位授与に関する申し合わせ」（論文の様式）によること。
② 博士論文の調査研究で、研究資金支援を受けている場合には、博士論文にその事を必ず明記すること。
例文）　本研究は日本学術振興会の「グローバルCOEプログラム (E-04): 生存基盤持続型の発展を目指す地域研究拠点」の支援を受けて行われた。/This paperis a part of the outcome of the JSPS Global COE Program (E-04): In Search of Sustainable Humanosphere in Asia and Africa
博士予備論文・博士学位論文複写許可のお願い
博士予備論文・博士学位論文提出者のみなさん
図書室（東南アジア地域研究研究所図書室ならびに大学院アジア･アフリカ地域研究研究科図書室）では、2001年以後にアジア・アフリカ地域研究研究科へ提出された博士予備論文ならびに博士学位論文を1部ずつ所蔵しています。
これらの論文については、閲覧希望者が多く、そのなかには大学院生を中心として複写希望者も少なくありません。現行の著作権法下では博士予備論文・博士学位論文など未公刊の著作物を、学術目的であっても、複写しようとすると、著作権者であるみなさんの許諾が必要です。これまで、図書室では、利用者から複写の申し出があった場合、その都度著作者本人の許諾を得るようにしてきました。
しかし、許諾確認作業にはかなり手間取ることがあります。そこで、著作権法を遵守しながら利用者に円滑なサービスを提供するために、著作者の「複写の可否」を図書室にあらかじめ知らせてもらうことにしました。博士予備論文や博士学位論文の提出時に、別紙「博士予備論文・博士論文複写許諾について」に記入の上、論文に添えて教務掛へ提出してください。記入にあたっては、1から4のうち該当するものの番号に○をつけ、2の場合には理由を、4の場合には具体的な対応方法を明記してください。
なお、論文提出時に許諾をいただけない場合には、複写希望者から著作者本人へ直接に問い合わせをしてもらうことになります。この点をご承知おきください。



　　京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科
Request of Granting Permission for Photocopying Your Dissertation/Thesis
Dear Students,
Since 2001, copies of Ph.D. dissertations and M.A. theses submitted to the Graduate School of Asia and African Studies (ASAFAS) have been held by the ASAFAS and CSEAS libraries. These dissertations/theses are one of the most frequently used research materials in our libraries and the patrons often wish to photocopy them. It is, however, prohibited for the library patrons to photocopy unpublished works such as dissertations/theses without authors’ permissions under the current Copyright Act.
In the past, both ASAFAS and CSEAS libraries have contacted the copyright holders every time there was a request from the patrons. Since this process is time-consuming, we would like to ask you to notify your position regarding the copyright on your dissertation/thesis. Please fill the attached form and submit it to the student affairs section of the ASAFAS with your dissertation/thesis.
We appreciate your cooperation.
Graduate School of Asia and African Area Studies
Kyoto University
京都大学大学院アジア･アフリカ地域研究研究科長　殿
博士予備論文・博士論文複写許諾について
　図書室（アジア・アフリカ地域研究研究科図書室ならびに東南アジア研究所図書室）に所蔵されることになる私の博士予備論文・博士論文につき、図書室利用者から複写希望の申し出があった場合には、次のように対応してください。
１．許可する
２．許可しない
理由：                                 　　　　　　　　　　　　       　     

　                                   　　　　　　　　　　       　　   
                                        　　　　　　　　　　　       　　　　
                                        　　　　　　　　　　　       　　　　
                                        　　　　　　　　　 　　       　     
３．利用者から毎回問合せることを希望する
４．その他
具体策：                              　　　　                               

　                                   　　　　　　　　　　       　　   
                                        　　　　　　　　　　　       　　　　
                                        　　　　　　　　　　　       　　　　
                                        　　　　　　　　　　　    　   　    
                                                      年      月      日
所　
　属：　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　
氏　　　　名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿㊞（サインも可）
論文タイトル：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
Dear the Dean of the Graduate School of Asia and African Area Studies
Permission for Photocopying Dissertations/Theses
　Please follow the statement below when the patrons at ASAFAS or CSEAS library request photocopying my dissertation/thesis.
1.  I agree to let the library patrons to photocopy my dissertation/thesis
2. Please reject the request because                                 　　　　　　　　　

　                                   　　　　　        　　　　　　　    

　                                   　　　　　        　　　　　　　    

　                                   　　　　　        　　　　　　　    

　                                   　　　　　        　　　　　　　    
3. Please ask the users to contact me at                                                

　                                   　　　　　        　　　　　　　    
4．Others
Detail:                              　　　　                      　　　　　　 

　                                   　　　　　        　　　　　　　    

　                                   　　　　　        　　　　　　　    

　                                   　　　　　        　　　　　　　    

　                                   　　　　　        　　　　　　　    
Name:
                　　            Signature:              　　　　　        
Date:          　　　                
Division:　　　　　　　　　                              　　　　　              
Title of the Dissertation/Thesis：                            　　　　　　             
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氏名





明朝体、センタリング





Times New Roman、センタリング





明朝体、センタリング





明朝体 20ポイント、右ぞろえ





明朝体 20ポイント、下線、センタリング





明朝体、センタリング





Times New Roman、センタリング





明朝体、センタリング





明朝体 ２２ポイント、センタリング





学位が授与される年を記入





学位が授与される年を記入





学位が授与される年を記入





学位が授与される年を記入
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